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「ライアン・ガンダー われらの時代のサイン」開催延期 および 
ライアン・ガンダーが選ぶ収蔵品展『ストーリーはいつも不完全……』『色を想像する』 開催のお知らせ 
 
平素は東京オペラシティアートギャラリーの展覧会活動に対しまして、格別なご高配ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 
2021 年 4 月より開催を予定していたライアン・ガンダーの個展は、新型コロナウイルス感染症を巡る情勢の急激な悪化、ことに
イギリスにおけるロックダウンにより、やむなく開催延期することとなりました。この展覧会を楽しみにしてくださっていた方々
に心からお詫び申し上げます。 
ガンダー展の開催延期にあたり、ガンダーから「この状況で僕にできることはないだろうか」「収蔵品展のキュレーションはイギリ
スからでもできるのでは」と申し出があり、当初上階（4階）で予定していた「ガンダーによる収蔵品展」を全館で開催することが
決まりました。 
ガンダーの作品制作の特徴のひとつに、日常生活で気に留めることすら忘れ
ていたあたりまえの物事に光を当て、あらたな視点で観察したうえで解釈し、
表現する点が挙げられます。私たちの周りを鋭く分析しつつ、ユーモアをま
じえて制作されるガンダーの作品はコンセプチュアル・アートの最先端をい
くもので、見る人の思考や創造力を刺激します。その視点・考察・解釈が当
館の収蔵品に向けられたら……。当館の収蔵品は故寺田小太郎氏によるプラ
イベート・アイ・コレクションであり、これはライアン・ガンダー×寺田小太
郎の一対一の会話といえる展覧会でもあります。 
どんなに困難な状況でも冷静に考え、発想の転換でよりよいものにしてしま
おうとするガンダーの姿勢と能力は、彼の個展の準備段階でも何度となく目
にする機会がありました。そして、これが彼の制作に通底しているからこそ
彼の作品が魅力的なのだと、今あらためて思われます。 
ライアン・ガンダー自身の個展は、世界がもう少し穏やかになった頃の実現
を目指し、今回は、当館の収蔵品をガンダーがどのように見て、展覧会とい
う形で表現するのか、3 階／4 階それぞれを使った二つの企画として行いま
す。このような状況だからこそ、できることはないか。その体現を買って出
てくれたガンダー、コレクションを遺してくださった寺田氏、そして収蔵作
品の作家の皆さまに心から感謝し、さあまた一緒に楽しい展覧会づくりをし
よう、とポジティブに取り組んでおります。 
4月の開催まで皆様ご自愛いただきつつ、私たちの新しい挑戦となるこの展覧
会をぜひ見にいらしてください。 

 
【ライアン・ガンダーのキュレーションによる収蔵品展の特徴・見どころ】 
① イギリスのロックダウンにより個展での開催が難しくなった状況で、ガンダーからの申し出により実現する企画。 
② ライアン・ガンダーと故寺田小太郎氏、東京オペラシティアートギャラリーのコラボレーションが実現。 
③ 3階 4階、全館を使った大規模な収蔵品展。 
④ これまで一度も展示されたことがなかった作品もガンダーのキュレーションによってお目見え。 
⑤ ライアン・ガンダーの個展は感染症が落ち着いてからの開催を予定。今回の本展はプレ展覧会として位置付ける。 

 
【開催概要】 
展覧会名：ライアン・ガンダーが選ぶ収蔵品展 
     『ストーリーはいつも不完全……』『色を想像する』 
 会期：2021年 4月 17日[土] - 6 月 20日[日] 
会場：東京オペラシティ アートギャラリー 
開館時間：11:00-19:00（入場は18:30まで） 
休館日：月曜日（5/3は開館） 
入場料：一般1000［800］円／大・高生600［400］円／中学生以下無料 
主催：公益財団法人 東京オペラシティ文化財団 
協賛：ジャパンリアルエステート投資法人 
協力：TARO NASU 
お問い合わせ：050-5541-8600（ハローダイヤル） 
 
＊同時開催「project N 82 松田麗香」の入場料を含みます。 
＊［ ］内は各種割引料金。障害者手帳をお持ちの方および付添1 名は無料。割引の併用および入場料の払い戻しはできません。 
＊新型コロナウイルス感染症対策およびご来館の際の注意事項は当館ウェブサイトをご確認ください。 
 
収蔵品展の詳細内容については次回のプレスリリースにてお知らせいたします。 
また、最新の情報は随時当館ウェブサイト、SNSおよび特設サイトでお知らせします。 

 

[出品予定作品] 小山穂太郎 《Cavern》 2005  
ゼラチンシルバープリント photo: 早川宏一 

[出品予定作品] 李禹煥 《風と共に》 1989  
岩絵具, 油彩, キャンバス photo: 斉藤新 



【ライアン・ガンダー】 
1976 年イギリス生まれのライアン・ガンダーは、コンセプチュアルアートの新しい地平をひらく作家として
世界のアートシーンで注目を集めています。2019 年クンストハレ・ベルンの大規模な個展をはじめ各国で展
覧会が開催されるほか、ドクメンタ、ヴェネチア・ビエンナーレなどの国際展での展示、2010 年セントラル
パーク（ニューヨーク）における屋外彫刻などのパブリックアートも知られています。日本では2017 年に国
立国際美術館（大阪）の個展およびガンダーのキュレーションによる同館の収蔵品展が同時開催されて話題に
なりました。 

©Ryan Gander. Courtesy of TARO NASU  
Swan films / BBC, photo: Sam Anthony 

 
【寺田コレクションについて】 
東京オペラシティアートギャラリーの寺田コレクションは、寺田小太郎氏（1927-2018）の寄贈によるプラ
イベート・アイ・コレクションです。東京オペラシティ街区の地権者でもあった寺田氏は、美術館創設に賛同・
協力するため、本格的に収集をはじめました。戦後の国内作家を中心とした約3700 点にのぼるコレクション
は、絵画、彫刻、陶芸、版画、写真など多岐にわたり、日本の戦後美術の広い範囲を包括するとともに、寺田
氏個人の視点にもとづく独自性が特徴です。 
 

 
【出品予定作品】 
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① 吉永裕 《U-123-94》1994 顔料 和紙 photo: 早川宏一  ② 堂本右美 《ここ》1998 油彩, キャンバス photo: 斉藤新  
③ 野又穫 《永遠の風景 17》1988 アクリル絵具, キャンバス photo: 早川宏一  ④ 大野俊明 《風の調べ：洛北大原 宝泉院》1995 顔料, 金箔, 和紙 photo: 斉藤新 
⑤ 赤塚祐二 《Untitled 159810》1998 油彩, キャンバス photo: 斉藤新  ⑥奥山民枝 《シリーズ迣：日尽》1999 油彩, キャンバス photo: 斉藤新 
⑦ 加藤清美 《明日の記憶》1976 油彩, キャンバス photo: 斉藤新  ⑧ 相笠昌義 《水族館にて》1976 油彩, キャンバス photo: 斉藤新 

 
 
 
 

■本展覧会に関するお問い合わせ 
東京オペラシティ アートギャラリー 【企画】野村しのぶ 【広報】市川靖子 
Tel：03-5353-0756 / Fax：03-5353-0776 / Email：ag-press@toccf.com 


